
高水温・貧栄養化の現状
と漁業への影響

徳島県立農林水産総合技術支援センター 水産研究課



海洋観測 定点

•播磨灘海区（1984年～）

•紀伊水道海区（1968年～）

•海部沿岸海区(1968年～）

135゜
10´ 20´ 30´ 40´ 50´ 10´

10´

0 10 20 30km 33゜

50´

34゜

10´

20´

40´

30´

20´

和歌山県徳 島 県

20´

淡路島



51年間で
約1.1℃の上昇

36年間で
約2.1℃の上昇

51年間で
約0.7℃の上昇

年間平均水温
の変化
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海部沿岸0m層（8月）

（徳島新聞 平成28年10月24日掲載記事）

2016年8月 平均水温 過去最高 29.2℃

（※2004年は欠測）



南方系魚種の急増

写真（http://www.zukan-bouz.com/）より引用

• メアジ • メイチダイ

・カタボシイワシ ・ヒレジロマンザイウオ

メアジ メイチダイ

カタボシイワシ ヒレジロマンザイウオ

引用元 http://www.aquamaps.org/

各魚種の生息域



増加傾向の魚類資源
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（農林水産統計より引用）
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ハモ クマエビ（アシアカエビ）

各魚種の生息域

引用元 http://www.aquamaps.org/



減少傾向の魚類資源
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（農林水産統計より引用）

ヒラメ・カレイ類 イカナゴ類

引用元 http://www.aquamaps.org/

各魚種の生息域



【サガラメ・カジメ場】（日和佐）

2002年（H14）6月 2009年（H21）6月

高水温化の影響 ～藻場の衰退～

植食性魚類
による食害！

生理的
ダメージ!!



あわび類漁獲量の減少

0

50

100

150

200

250

1968 1978 1988 1998 2008

漁
獲
量
【

t】

あわび類漁獲量

藻場の衰退，高水温化
→ あわび類の成長・成熟に悪影響



海陽町浅川 月別平均水温
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冬季水温が上昇し，
植食性魚類の摂餌が
活性化・長期化！！秋の水温低下が遅く，

あわび類の成熟が
遅れる！！

植食性魚類（アイゴ）の
摂餌活性が低下する
水温 17.5℃



色落ちノリ正常ノリ

写真：「沿岸海域の栄養塩管理技術の開発」事業成果ダイジェストより

正常ワカメ 色落ちワカメ

生育に必要な栄養塩（窒素）が不足して起こる！！

ノリやワカメの色落ち



【μmol/L】

各海域で進む貧栄養化 【漁業調査船とくしまデータ】
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吉野川河口域周辺の栄養塩（窒素）濃度変動
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貧栄養化が進行!!

色落ち基準濃度（窒素）3μmol/L



•養殖場の栄養塩濃度調査
（期間：10月～翌年3月）

•各漁場の栄養塩情報を
ホームページに掲載

当研究課の取組



まとめ
• 近年，高水温化が進行!!
• 南方系魚種が増加，冷たい水を好む魚種の減少
• 藻場が衰退，あわび類など磯根資源が減少!!
• 沿岸域の貧栄養化が進行，ノリやワカメの色落ちが発生!!

漁場環境の現状は厳しい！




